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歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜１－12－15　TEL 06-6170－8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
3000万円　東大阪市新石切　
マンション１F
テナント（分譲）　チェア３台

収益物件（大阪市旭区）
２億円　年間利回り約10％
賃料1780万円
地下鉄千林大宮徒歩３分

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

売り物件（東大阪市）
3000万円　
土地建物付き　チェア２台
新池島ガレージ付

争
点
を
す
り
替
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
国
民
の
願
い

に
向
き
合
わ
な
い
「
大
同

団
結
」
は
、
理
念
な
き
野

合
に
過
ぎ
な
い
。

　

衆
院
選
で
問
わ
れ
る
べ

き
は
、
生
活
に
直
結
す
る

消
費
税
増
税
や
社
会
保
障

切
り
捨
て
の
是
非
で
あ

り
、安
全
・
安
心
を
脅
か
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
・
原
発
推
進
政
治

か
ら
の
転
換
だ
。協
会
は
、

国
民
・
歯
科
医
師
の
切
実

な
願
い
に
応
え
る
政
治
の

実
現
を
め
ざ
し
、
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、

重
要
問
題
で
の
各
政
党
・

候
補
者
の
立
場
を
会
員
に

情
報
提
供
し
て
い
く
。

衆
院
選

　

消
費
税
増
税
や
社
会
保

障
費
削
減
路
線
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
、
原
発
再
稼
働
な
ど

の
是
非
を
問
う
衆
院
選
が

近
づ
い
て
い
る
。
各
党
は

公
約
づ
く
り
を
急
い
で
い

る
が
、
有
権
者
が
選
択
し

や
す
い
よ
う
重
要
問
題
に

対
す
る
基
本
理
念
や
政
策

を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
反
す

る
消
費
税
増
税
を
強
行
し

え
る
ど
こ
ろ
か
、「
構
造
改

革
」
路
線
を
よ
り
強
権
的

に
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

石
原
氏
は
、
消
費
税
増

税
や
原
発
問
題
な
ど
の
衆

院
選
の
重
大
な
争
点
を

「
さ
さ
い
な
こ
と
」
と
断

定
し
、
自
ら
の
野
心
を
む

す
新
党
グ
ル
ー
プ
に
願
い

を
託
せ
る
か
は
大
き
な
疑

問
が
残
る
。

　

石
原
慎
太
郎
氏
と
橋
下

徹
氏
の
「
日
本
維
新
の

会
」
が
掲
げ
る
消
費
税
率

11
％
や
原
発
推
進
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
な
ど
の
主
要
政
策

・
６
％
（
11
年
）
に
急
増

す
る
な
ど
、
国
民
生
活
は

改
善
の
兆
し
も
な
い
。
景

気
は
低
空
飛
行
を
続
け
、

財
政
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　

二
大
政
党
は
、
大
企
業

・
大
資
産
家
へ
の
減
税

た
野
田
内
閣
が
衆
院
を
解

散
し
、
国
民
に
信
を
問
う

こ
と
は
当
然
だ
。
自
民
・

公
明
両
党
は
民
主
党
と
の

対
決
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
が
、
公
約
破
り
に
手
を

貸
し
た
張
本
人
で
あ
る
。

国
民
の
支
持
を
得
て
い
な

き
出
し
に
し
な
が
ら
「
小

異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く

べ
き
だ
」
と
勢
力
結
集
を

呼
び
か
け
た
。
国
民
の
反

発
を
招
く
政
策
は「
小
異
」

と
し
て
意
図
的
に
矮
小
化

し
、「
大
同
」と
す
る
憲
法

破
棄
や
官
僚
政
治
批
判
に

は
、
民
主
・
自
民
政
治
の

古
い
枠
組
み
と
何
ら
変
わ

り
な
い
。
医
療
分
野
で

は
、「
維
新
八
策
」
で
混
合

診
療
の
完
全
解
禁
や
保
険

範
囲
の
縮
小
を
打
ち
出
す

な
ど
、
反
動
的
な
中
身
に

な
っ
て
い
る
。
政
治
を
変

や
、
医
療
・
社
会
保
障
の

切
り
捨
て
、
無
駄
な
大
型

公
共
事
業
な
ど
の
経
済
財

政
政
策
を
推
進
し
、
大
失

敗
に
終
わ
っ
た
。
来
る
選

挙
は
、
新
自
由
主
義
の
悪

弊
か
ら
決
別
す
る
好
機
だ

が
、「
第
３
極
」
を
目
指

て
許
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
間
、
民
主
・
自
民

は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
権
与
党

を
経
験
し
て
き
た
。
し
か

し
、
民
間
平
均
給
与
は
１

９
９
７
年
か
ら
の
15
年
間

で
年
間
58
万
円
も
落
ち
込

み
、
貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
が
28

い
政
策
を
進
め

た
民
自
公
３
党

の
責
任
は
重
大

で
あ
り
、
断
じ

悪
弊
か
ら
決
別
す
る
選
択
を

法改正後も保険証届かず
府は市町村への指導を拒否

無
保
険
の
子

大阪府
交渉
２０１２
②

　

国
民
健
康
保
険
料
が
高
す

ぎ
て
払
え
ず
、
保
険
証
を
取

り
上
げ
ら
れ
て
医
療
費
の
全

額
自
己
負
担
を
強
い
ら
れ
、

医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く

な
っ
た
「
無
保
険
の
子
ど

も
」
問
題
。
協
会
が
大
阪
府

交
渉
で
取
り
上
げ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、
２
０
０
８
年
と

10
年
に
相
次
い
で
国
保
法
の

改
正
を
実
現
し
、
高
校
生
以

下
の
子
ど
も
へ
の
保
険
証
交

付
に
道
を
開
い
た
。

　

法
改
正
か
ら
２
年
以
上
経

過
し
た
今
も
、
一
部
の
子
ど

も
が
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
協
会
が
常
任

幹
事
を
務
め
る
大
阪
社
会
保

障
推
進
協
議
会
の
調
査
で

は
、
大
阪
市
内
だ
け
で
「
無

保
険
の
子
」
は
２
４
２
人

（
１
月
時
点
）
も
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大

阪
府
全
体
で
は
、
数
倍
に
膨

れ
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

保
険
証
が
行
き
渡
ら
な
い

理
由
は
、
自
治
体
の
制
度
運

用
に
あ
る
。
半
分
以
上
の
市

町
村
が
有
効
期
間
の
短
い
６

カ
月
の
短
期
証
を
交
付
し
て

お
り
、
期
限
切
れ
で
新
し
い

短
期
証
が
届
く
ま
で
「
無
保

険
」
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
。
な
か
に

は
、
役
所
の
窓
口
で
保
険
証

を
留
め
置
き
し
て
い
る
例
も

あ
る
。

　

協
会
は
昨
年
の
府
交
渉
で

す
べ
て
の
子
ど
も
に
有
効
期

【
協
会
の
要
望
】

◇�

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
通
常
証
を
発
行

す
る
こ
と

◇�

公
費
医
療
の
対
象
者
に
対
し
て
資
格
証
明
書
が
発
行
さ

れ
て
い
な
い
か
実
態
を
把
握
し
、
万
が
一
、
そ
の
よ
う

な
実
態
が
あ
る
と
き
は
、
府
の
責
任
で
き
ち
ん
と
し
た

運
営
が
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
等
に
指
導
す
る
こ
と

◇�
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者
を
資
格
証
明
書
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
よ
う
市
町
村
に
指
導
す
る
こ
と

間
が
１
年
の
保
険
証
を
交
付

す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、
府

は
「
法
令
な
ど
で
規
制
が
な

い
こ
と
か
ら
市
町
村
に
助
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

回
答
。
実
態
把
握
の
調
査
さ

え
拒
ん
で
い
る
。

　

法
改
正
の
趣
旨
は
、
高
校

生
以
下
の
す
べ
て
の
子
ど
も

に
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と

だ
。
適
正
に
法
律
を
運
用
す

る
よ
う
市
町
村
に
指
導
す
る

こ
と
は
府
の
責
任
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。　

（
つ
づ
く
）

　

協
会
は
日
本
共
産
党
大
阪

府
委
員
会
か
ら
の
申
し
入
れ

を
受
け
２
日
、
保
険
医
会
館

で
１
時
間
に
わ
た
り
懇
談
し

た
。
府
委
員
会
か
ら
勝
田
保

広
副
委
員
長
ら
２
人
が
来

館
、
協
会
は
小
澤
力
理
事

長
、
下
井
戸
昭
介
副
理
事

長
、
志
岐
敬
事
務
局
長
が
応

対
し
た
。

　

府
委
員
会
か
ら
、
政
治
改

革
と
共
通
す
る
要
求
・
課
題

を
実
現
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら

意
見
交
流
と
共
同
の
た
た
か

い
を
発
展
さ
せ
、
解
散
・
総

選
挙
に
向
け
て
日
本
共
産
党

の
宣
伝
物
、政
策
、チ
ラ
シ
、

「
橋
下
・
維
新
パ
ン
フ
」
な

ど
の
資
料
配
布
や
紹
介
な
ど

の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
、
共
産
党

と
は
政
策
の
一
致
点
が
多

く
、
共
同
で
き
る
と
こ
ろ
は

こ
れ
か
ら
も
共
同
し
て
い
き

た
い
と
語
り
、
協
会
が
大
阪

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
３

日
、「
心
和
む
町
・
古
地
図

で
歩
く
平
野
」
を
開
き
、
参

加
者
７
人
は
戦
禍
を
く
ぐ
り

抜
け
た
古
い
町
並
み
を
散
策

し
た
。

　

「
平
野
」
の
由
来
は
、
平

安
初
期
に
坂
上
田
村
麿
の
次

男
・
広
野
麿
が
こ
の
地
を
開

拓
し
た
こ
と
か
ら
、「
広

野
」
を
も
じ
っ
て
つ
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
行

は
ま
ず
、
広
野
麿
の
子
・
当

道
が
８
６
２
年
に
創
建
し
た

杭
全
神
社
に
訪
れ
た
。
西
俣

氏
は
、
国
内
唯
一
の
連
歌
所

が
残
り
毎
月
多
く
の
参
加
者

で
句
が
詠
わ
れ
て
い
る
と
紹

介
し
た
。
神
社
の
傍
ら
に

は
、
戦
乱
か
ら
町
を
守
っ
て

き
た
環
濠
の
一
部
が
残
り
、

親
水
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　

大
阪
府
内
最
大
の
木
造
建

築
物
・
大
念
仏
寺
で
案
内
さ

れ
た
の
は
、「
三
勇
士
精
忠

塔
」。
西
俣
氏
は「
上
海
事
変

で
自
爆
死
し
た
工
兵
隊
員
の

碑
で
、
戦
意
高
揚
に
利
用
さ

れ
た
。
私
は
戦
争
の
悲
惨
さ

を
語
り
継
ぐ
碑
と
し
て
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
強
調
し

た
。

　

西
俣
氏
が
「
楽
し
い
お
寺

さ
ん
」
と
し
て
紹
介
し
た
の

が
「
全
興
寺
」。
極
楽
度
・

地
獄
度
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

地
獄
堂
や
曼
荼
羅
に
座
っ
て

瞑
想
で
き
る
地
下
空
間
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が
こ

ら
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
西
俣
氏
は
「
平
野

は
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し

て
い
る
町
。
ま
た
ゆ
っ
く
り

と
訪
れ
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ま

だ
ま
だ
大
阪
で

知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
と
い
う

こ
と
が
発
見
で

き
た
」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

社
保
協
の
依
頼
を
受
け
て
行

っ
た
学
校
歯
科
調
査
結
果
を

紹
介
し
、
虫
歯
な
ど
が
あ
っ

て
も
半
分
が
受
診
で
き
て
い

な
い
こ
と
、
口
腔
崩
壊
例
も

見
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
、
口

の
中
か
ら
世
の
中
が
見
え
る

と
し
て
歯
科
の
重
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

「無保険の子」をめぐる主な動き

00年４月 国が資格証明書の発行を義務付け
06年11月 協会が大阪府交渉で、乳幼児医療費

助成の対象世帯への資格書発行を停
止するよう要請

08年６月 大阪社会保障推進協議会の調べで、
大阪府内17市町の子ども628人に資
格書を発行していたことが判明し、
全自治体に発行停止を要請
社保協調査を受け、初めて毎日新聞
が「無保険の子」を報道

　　10月 厚労省の全国調査で３万2903人の
「無保険の子」が判明

　　12月 義務教育以下を救済する改正国保法
が成立

10年５月 高校生を救済する改正国保法が成立

共
産
党
府
委
と
懇
談

平
野
の
歴
史〝
再
発
見
〟

要
求
実
現
で
共
同
を
確
認

大
阪
市
南
部
地
区

大念仏寺にある塔を案内する
西俣氏＝３日、大阪市内　　

︿休業保障ご加入の先生へ﹀

●必ず第三者の医師の診療を受けて下さい
　受診以後の休業が給付の対象です（免責５日間）
●休業中は完全にお仕事をお休み下さい
　短時間の診療や管理者としての執務も業務とみ
なされます

●復業前には必ず主治医の診療を受けて下さい
※保障内容や給付要件、請求方法など詳細は共済
部までお問い合わせ下さい

� 06－6568－7731

休んだらすぐ、保険医協会
共済部までご連絡ください
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